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議
員　

全
国
の
い
じ
め
認
知
件
数
が
増

え
て
い
る
中
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

は
、
社
会
総
掛
か
り
で
い
じ
め
問
題
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
じ
め

防
止
対
策
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
が
い
じ
め
に
向
か

わ
な
い
よ
う
、
自
他
を
尊
重
す
る
態
度

を
育
成
し
て
い
る
ほ
か
、
学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
や
面
談
、
家
庭
訪
問
、
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
窓
口
の
設
置
、
警
察
な
ど

と
の
連
携
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
、
早
期
対
応
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

建
設
業
に
も
時
間
外
労
働
の
罰

則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
た
が
、

働
き
方
改
革
に
対
す
る
県
の
支
援
は
。

土
木
部
長　

適
正
な
予
定
価
格
や
工
期

の
設
定
、
週
休
二
日
制
で
の
施
工
義
務

付
け
な
ど
に
よ
る
就
労
環
境
改
善
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
よ
る
生
産
性
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
民
間
工
事
へ
の
働
き
掛
け
、
市

町
村
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
、
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
自
殺
対
策
の
充
実
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
県
立
高
校
で

の
取
組
な
ど
も
質
問
）

議
員　

子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
 ※1

に
つ

い
て
、
一
日
で
も
早
く
茨
城
県
に
根
付

い
て
も
ら
い
た
い
。
県
は
、
早
期
定
着

に
向
け
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
等
支
援

の
推
進
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

意
見
表
明
等
支
援
員
が
子

ど
も
の
意
見
を
聴
き
取
り
、
代
弁
し
、

関
係
機
関
と
調
整
を
行
う
「
意
見
表
明

等
支
援
事
業
」
の
実
施
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。
本
年
10
月
を
目
途
に
、

一
時
保
護
中
の
子
ど
も
を
対
象
に
支
援

員
の
派
遣
事
業
を
開
始
す
る
。

議
員　

若
年
世
代
・
高
齢
世
代
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
両
世
代
が
融

合
し
た
住
み
や
す
い
県
営
住
宅
を
構
築

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

入
居
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
子
育
て

世
帯
の
当
選
率
の
優
遇
措
置
、
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
 ※2

な
ど
、
若
年

世
帯
・
高
齢
世
帯
双
方
が
住
み
や
す
い

県
営
住
宅
構
築
に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
引
き
続
き
支
援
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
改
正

に
伴
う
合

理
的
配
慮

提
供
の
義

務
化
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

議
員　

条
例
の
制
定
に
よ
る
効
果
を
県

民
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る
食
料

の
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
供
給
や
農

業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
、

有
機
農
業
の
推
進
や
農
地
の
集
積
・
集

約
、
荒
廃
農
地
の
再
生
、
多
様
な
担
い

手
の
確
保
・
育
成
、
海
外
市
場
の
開
拓

や
輸
出
拡
大
な
ど
に
関
係
団
体
と
連
携

し
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に

基
づ
く
不
断
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

県
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
。

議
員　

教
員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

教
育
長　

今
年
度
、
市
町
村
教
育
委
員

会
や
県
立
学
校
と
ク
ラ
ウ
ド
型
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
市
町
村
と

の
共
同
利
用
の
可
能
性
な
ど
の
検
討
を

始
め
た
。
教
員
が
児
童
・
生
徒
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
業
務
効

率
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
農
業
者
が
将
来
に
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
農
業
生
産
資
材
価

格
高
騰
対
策
、

涸
沼
水
鳥
・

湿
地
セ
ン

タ
ー
及
び
周

辺
地
域
の
魅

力
発
信
と
利

活
用
な
ど
も

質
問
）

議
員　

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
や
路
線
誘
致
な
ど
の
利
用
促
進
、

空
港
を
核
と
し
た
周
辺
整
備
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

国
内
外
の
航
空
会
社
な
ど
に
対

し
、
茨
城
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
の
提
案

を
よ
り
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

小
美
玉
市
が
進
め
る
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ

い
て
も
、
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
周
辺
地
域
の
振
興
に

向
け
て
連
携
・
協
力
し
、
空
港
の
発
展

に
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

同
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
昨
年

６
月
に
突
然
、
県
か
ら
民
間
へ
の
譲
渡

方
針
が
報
道
さ
れ
た
後
、
議
会
や
地
域

住
民
、
ホ
テ
ル
関
係
者
と
の
議
論
を
重

ね
、
民
間
譲
渡
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ

れ
を
教
訓
と
し
、
引
き
続
き
同
ホ
テ
ル

に
関
わ
り
、
地
域
振
興
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
が
、
ど
う
関
与
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

譲
渡
の
優
先
交
渉
権

者
は
、
地
域
に
根
差
し
た
ホ
テ
ル
を
目

指
す
方
針
で
あ
る
。
神
栖
市
な
ど
と
同

社
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
地
域
の
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
よ
う
注
力
す
る
。

議
員　

国
際
情
勢
が
不
安
定
な
中
に

あ
っ
て
も
、
農
畜
産
業
の
経
営
を
継
続

さ
せ
て
い
く
施
策
や
、
農
業
者
の
収
益

と
な
り
得
る
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の

推
進
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

飼
料
、
肥
料
の
国
内

自
給
化
や
、
化
学
肥
料
に
過
度
に
依
存

し
な
い
栽
培
体
系
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
く
。
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ

い
て
は
、
農
業
者
が
取
り
組
み
や
す
い

技
術
の
拡
充
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

茨
城
空
港
テ

ク
ノ
パ
ー
ク

の
企
業
誘
致
、

在
宅
医
療
の

さ
ら
な
る
推

進
な
ど
も
質

問
）

議
員　

市
民
１
万
人
の
要
望
を
受
け
止

め
た
新
設
の
英
断
に
感
謝
す
る
。
入
学

す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
特
別
支
援

教
育
体
制
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

神
栖
市
須
田
地
内
へ
の
新
設

に
よ
り
、
通
学
時
間
が
最
長
約
40
分
に

半
減
す
る
見
込
み
で
、
令
和
９
年
４
月

開
校
に
向
け
、
来
年
度
か
ら
着
工
予
定

で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
、
医
療
、
福
祉
、

労
働
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、

自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
て
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
保
健
医
療
圏
の
医
師
・

看
護
師

の
偏
在

解
消
対

策
な
ど

も
質
問
）

若
年
・
高
齢
世
代
の
融
合
し
た

住
み
や
す
い
県
営
住
宅

農
畜
産
業
の
経
営
継
続
の
た
め
の
危
機
管
理
と

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
 ※3
の
普
及
促
進

子
ど
も
の
意
見
表
明
等
支
援
の
推
進

い
じ
め
防
止
対
策

茨
城
県
食
と
農
を
守
る
た
め
の

条
例
の
目
的
達
成
に
向
け
た
取
組

教
育
現
場
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

村本　修司 議員
公 　  明 　  党
日 立 市 選 出 

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
鉾田市・茨城町・大洗町選出 

木村　喜一 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

村田　康成 議員
いばらき自民党
神 栖 市 選 出 

（
仮
称
）神
栖
特
別
支
援
学
校
の
新
設
に
至
る
経
緯
等

及
び
新
設
後
の
特
別
支
援
教
育
体
制
の
整
備

茨
城
空
港
の
利
用
促
進
及
び

空
港
周
辺
の
振
興

鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
等
の
地
域
資
源
を

生
か
し
た
鹿
行
地
域
の
振
興
策

ことば ※3【Ｊ―クレジット制度】…省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるＣＯ₂などの排出削減量のほか、適切な森林管理などによるＣＯ₂の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度。創出さ 
 れたクレジットは販売が可能となる。

ことば ※1【子どもアドボカシー】…子どもの声を尊重し、子どもが意見を表明する支援を行う活動。
※2【シルバーハウジング事業】…市町村の福祉部局と連携し、高齢者を団地全体で見守り、交流することなどにより、団地全体のコミュニティの活性化を図る事業。一部の県営住宅で実施している。

茨城空港におけるビジネスジェットの運航

土日一斉閉所
ポスター

茨城の誇る農産物
鹿島開発のシンボル

鹿島セントラルホテル

意見表明等支援員は、
子どもの意見をよく聴き取り、

関係者へ伝えるマイクとなる存在

６
月
７
日（
金
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
も
と本　

　

修し
ゅ
う
じ司

　

 

（
公　
　

明　
　

党
）

　

木き
む
ら村　

　

喜よ
し
か
ず一

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
８
日（
土
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
た田　

　

康や
す
な
り成

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

直な
お
こ子

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
10
日（
月
）

　

柗ま
つ
た田　

　

千ち
は
る春

　
 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

　

 

（
国 
民 

民 

主 

党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=168
こちらから録画映像でご覧になれます。▶

第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

}
■
６
月
４
日（
火
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
） 

■
６
月
７
日（
金
）

　
　
　

８
日（
土
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

10
日（
月
） （
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
６
月
12
日（
水
）　

常
任
委
員
会

　
　
　

13
日（
木
）

■
６
月
14
日（
金
）　

本　
　

会　
　

議

　
（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
６
月
17
日（
月
）　

予
算
特
別
委
員
会

■
６
月
18
日（
火
）

■
６
月
19
日（
水
）

■
６
月
20
日（
木
）　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

}
交
通
政
策
・
物
流
問
題

調
査
特
別
委
員
会

県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等

調
査
特
別
委
員
会


